















































 　　　　　  川越の春を堪能しよう
約２００社の企業幹部・採用担当者が参加





























　創立 50 周年記念事業の大きな目玉である新薬学部棟（21 号
館）と水田三喜男記念館の竣工式が 2017 年３月28 日に執り行
われます。新薬学部棟＝写真＝は地下１階、地上９階建てで総































































































































  水田三喜男記念国際賞授賞式	 2017.2.7
  帰路賞授賞式	 2017.1.27








































































































































































































  奨励生など授与式	 2016.12.16   埼玉グローバル賞	 201７.2.8	
「元気に明るく、前を見て」 今泉氏に埼玉グローバル賞
私費を投じてミャンマーからの留学生を支援女性リー ダー育成奨励生など授与式
表彰式で上田清司知事 （右から３人目）
と今泉会長 （左から３人目）
〈
6
8 9
※広報委員会ではニュース・話題を募集しています
　jukoho1@gmail.com
シリー ズ 
シリー ズ
〈
右端が主将の石塚風香さん
　資格習得を目指す場を設けている生涯教育センター。時代
の変化や授業で資格を取る人が増えて、受講者は減少してい
るのが実情だ。その改善策として、時代に合うような講座を入
れているほか、年間に２、３個の講座を入れ替えているという。
また、受講者が多い講座については、定員を増やす取り組み
を行っている。
　資格の取得は大変なことだ。自分で勉強するより、スケジュ
ールに沿って行う講座に参加するのも一つの方法だ。授業で
も資格は取れるが、講座を受ければ、合格率はきっと上がるに
ちがいない。
　資格を取るということは、授業以外でこんなことしてきたとい
う自信と実績にもなる。やる気はあるが、行動に移せない人も
学生瓦版 　城西大学広報委員会のメンバーが学内外で活躍する団体、個人を紹介する
学生瓦版。今回もワイド版でお送りします。
先輩に憧れて入部 お笑いに闘志を燃やす
落語研究会　部長　手塚あずみさん（薬学部2年）
初心者でも十分に活躍できるチャンスあり
躰道部　主将　石塚光樹さん（経営学部３年）
今年の目標は日本一　力強く突き進む
弓道部　主将　石塚風香さん（薬学部３年）
　部員一人ひとりの意識が高く、高い目標を持ちながら非常に
いい雰囲気で活動している。女子３人、男子９人の計12人が
　１～４年生合わせて27人で活動している。毎月曜日の放課
後に集まり、ライブの計画を立てるほか、バラエティー 番組を参
考にして、笑いについて研究している。大きなイベントは三つあ
り、一つ目は高麗祭だ。毎年教室を借りてお笑いライブをしてい
る。二つ目は「十八番の会」というライブで、一昨年は学外で行
われたが、去年は学内で行った。三つ目は「城大落語会」とい
う北坂戸のオルモで行われるライブで、これは４年生がメインの
卒業ライブだ。
　取材を受けてもらった鈴木則幸さん（経済学部３年）に入部
した動機を聞いたところ、「先輩がとても面白かったので、その
方に憧れて入部した」と言う。芸人を目指して頑張っている先
輩たちや、活躍し始めている同年代の人を間近で見ているの
で、鈴木さんもひそかに闘志を燃やしているようだ。「今後はもっ
と学外でライブ
を行ったり、お
笑いの大 会に
参加したりした
い」と言う。鈴木
さんのように人
を笑顔にするこ
とに興味がある
人は、ぜひ落語
研究会へ。
取材：渡邊春花
（経営学部２年）
　躰道という競技を初めて耳にした人も多いだろう。躰道とは
50年前に始まったまだ新しい武道で、大学創立当初からある
部活だ。
　部員は男子19人、女子８人の計27人で、上級生は週５回、
下級生は週４回のペースで活動している。部内は明るく親しみ
やすい雰囲気に包まれている。
　個人種目と団体種目があり、決められた型の美しさを競う
「法型」、一対一または５人１組の対戦で競技する「実戦」、１
人の主役と５人の脇役を設定して行う「展開」がある。中でも
展開は躰道固有のもので、主役は脇役を25～30秒以内に全
員倒すというもので、演舞中にはバク転やバク宙が繰り広げら
れ、見るものを圧倒する。部員のほとんどが初心者。他大学で
も大学から始める人がほとんどなので、大会などで活躍できるチ
ャンスは十分にある。前部長の畠山知夏さんは（経済学部４
年）は「大学で何かに打ち込みたい、そんな人はぜひ躰道部に
来たれ」と呼びかけている。
　取材中、「礼に始まり礼に終わる」という言葉が印象に残っ
ぜひ講座の説明会にご参加を
左から２番目が主将の石塚光樹さん
就職活動に向け資格を取得したい人、来たれ
生涯教育センター
所属、活動は週５回。大会は年に４回ほどあり、男子は１部リー
グ、女子は２部リー グと、それぞれ上位リー グに入っている。
　弓道は、的に当たった本数で勝敗が決まる。１人２射ずつと
いう少ない本数しか射ることができない。そのような状況でい
かに落ち着いて集中することができるのかが、勝負を分ける。
そのために練習で集中力を高めているのだ
そうだ。集中力のほかにも、精神力も身につ
けることができる。
　体のどの部分を使うかによって飛ぶ方向
に大きな差が出るため、矢が的に当たった時
には格別のうれしさがあるという。また、どうす
ればうまくなるかを考えるのも魅力だという。
　主将の石塚風香さん（薬学部３年）は「今
年の目標は、日本一になること」と力強く答え
てくれた。目標に向けて突き進む弓道部から
目が離せない。
取材：落合崇人（経営学部２年）
おそらくいるだろう。そんな人はぜひ、春に講座の説明会に参
加してみると良い。自分に自信をつけたい人、就職活動で有利
な資格を取得したい人は、初めの一歩を踏み出すために生涯
教育センターのドアをたたくべきではないか。
 取材：桧山遥（現代政策学部２年）
た。礼儀は人を作るという。学生生活を楽しみつつ、躰道を通じ
て人間として成長してみてはいかがだろうか。
取材：山路泰地（経営学部２年）
最後列左から６番目が部長の手塚あずみさん
図書館だより〈
■ 城山中学校1年生が図書館業務を体験
■ 「第3回読書会ざくざく」を開催
■ 「図書館と県民のつどい埼玉2016」に貴重図書を出展
■ 「第8回地域相互協力図書館合同主催公開講座」を開催
　昨年12月７日、図書館グループ学習室６
Bにおいて「読書会ざくざく」を開催し、28
人が参加しました＝写真。今回は薬学部
女子学生ライフ・キャリア支援サークル
「マーブル」の学生が司会を務め、参加者
の中から５人が今回のテーマである「女性
の活躍推進」に関する図書を紹介しまし
た。参加者は男性・女性それぞれの目線か
ら意見を述べ合い、女性が活躍する社会
について議論を深めることができました。
　１月24～26日の３日間、坂戸市立城山中学
校１年生３人が図書館において職場体験学
習を行いました。大学図書館についての説明
を受けた後、図書の装備、
カウンターでの貸出・返却、
返却図書の配架などを体験しました＝写真。
最終日には、自分のお薦め図書のポップを作
成し、図書館カウンター前に展示しました。
　12月16日、図書館３階グループ学習室
において「城西大学読書感想文コンテスト
2016」の表彰式を開催し、グランプリ、準ブ
ランプリ、優秀賞の各受賞者へ橋本フミ惠
館長より賞状と副賞が贈られました＝写
真。今年度の応募者数は、部門１（中学
生・高校生の部）は142人、部門2（大学生・
短大生の部）は222人でした。
受賞者（敬称略）
【グランプリ】「女性の活躍のために」熊谷
紗希（城西大学薬学部薬科学科１年）＝
書名『「だから女はダメなんだ」と言われない
女性リー ダーの心得』【準グランプリ】「生ま
れて、やがて死ぬ」岡田真阿（西武台新座
中学校２年）＝書名『動物
の死はかなしい？』
【優秀賞】〈部門１〉高橋
泰地（川口市立領家中学
校３年）、志村侑奏（西武
台新座中学校２年）、三森
甲誠（城西川越中学校３年）、木野目美咲
（西武台新座中学校3年）〈部門２〉山本
眞海（城西大学薬学部薬学科１年）、高橋
未瑚（城西大学現代政策学部１年）、石井
宥名（城西大学現代政策学部１年）、本田
晏彬（城西大学薬学部薬科学科３年）
　12月18日、北本市文化センターで開催さ
れた「図書館と県民のつどい埼玉2016」
において「明治時代のくすり広告・紙看板」
をテーマに、本学の漢方古書コレクションか
ら貴重な資料を展示しました。当日は314
人の方が見学され、富山の薬売りの土産
だった色鮮やかな売薬版画や現在のチラ
シのもととなった引札などをご覧いただき、
くすり広告の面白さとともに時代背景にも
関心を深めていただきました＝写真。
　１月20日、図書館９階において近隣の相
互協力図書館（坂戸市、鶴ヶ島市、日高
市、飯能市、毛呂山町、越生町）との合同
主催公開講座「世界の中の日本、日本の
中の世界─身近なグローカリズムを考える
─」を開催し、近隣地域の方、学生、教員な
ど85人が聴講しました。講演では講師の
本学経済学部客員教授・勝浦信幸先生
から移民、難民の困難な現状と日本の人
口推移予測などを基に、外国人とともに生
きる地域創生のあり方について、身近な例
を交えてお話しいただきました＝写真。
図書館だより
■ 「城西大学読書感想文コンテスト2016」の表彰式を開催
 東武線沿線情報
「小江戸川越クー ポン」を使って
川越の春を堪能しよう
エリア紹介
編集／学校法人城西大学　広報センター
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四季折々の花が楽しめる巾着田。日高市内を流れる清流、高麗川の蛇行により
長い年月をかけてつくられ、その形がきんちゃく
に似た水田だったことから、巾着田と呼ばれる
ようになりました。例年３月下旬から４月上旬
は、堤沿いに咲く約100本の桜と約２㌶の菜
の花を楽しむことができ、ぽかぽか陽気の中、
お弁当を広げてお花見を楽しむ人たちでにぎ
わいます。
 日高市
第９回巾着田菜の花まつり
「歴史民俗資料館まつり」を４月９日（日）に開催します。民俗芸能公演やちょっ
と昔の遊び、古代人の食文化体験やもちつき
＝写真、毎年好評の鎧武者と歩く鎌倉街道
散策など、毛呂山町の歴史にふれる催しです。
　また、２月26日（日）から4月15日（土）まで、
同館特別展示室にて、「資料館ボランティア
活動報告展」を開催しています。資料館サーク
ルおよびサポーターの一年の活動を振り返ると
ともに、資料館とボランティアによる協働の取
り組みについてご紹介します。地域の伝統文
化や中世の面影を残す鎌倉街道上道が残る
毛呂山町ならではの、歴史と文化のイベントを
お楽しみください。
　会場は毛呂山町歴史
民俗資料館（埼玉県入間
郡毛呂山町大類535）、
開催時間は午前9時30
分から午後3時まで。
※無料駐車場あり（大類館
＝大類548）。お問い合わ
せは、同資料館（☎049-
295-8282）へ。
 毛呂山町
第11回歴史民俗資料館まつり
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川越では３月下旬～５月上旬にかけて、「第28回小江戸川越春まつり」が開催
されます。春の風物詩として、オープニングイベ
ントを皮切りに長期にわたってさまざまなイベン
トが行われます。また春といえばお花見の時期
です。川越には新河岸川や喜多院など多くの
スポットがあり、新河岸川沿いの桜並木や川を
渡る小船は撮影スポットとして一見の価値あり
です。お花見のお供に「ＣＯＥＤＯビール」はい
かがでしょうか。
　川越にお出かけの際は、ぜひ「小江戸川越
クーポン」のご利用をおススメします。川越また
は川越市までの往復券と東武バス１日乗車券
がセットになったお得な企画乗車券となります。
さらに「小江戸川越クーポン」を協賛店に提示
していただくとお得な特典がございます。
小江戸川越クーポンのお求めは
各駅窓口へどうぞ
（ただし、川越、川越市、寄居、越生を除く）
　詳しくは、東武鉄道ホームペ ジーをご覧ください。
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　この時期に合わせ、４月８日(土)、９日(日)に
「巾着田菜の花まつり」を開催します。子どもと
大人が一緒に参加し、遊んで、学んで、楽しめ
るイベントとなっています。地元グルメの出店や
ステージイベント、菜の花畑の中を進むミニＳＬ
の運行＝写真＝など、いろいろなアトラクション
を用意して皆さんのお越しをお待ちしています。
　また、巾着田のすぐ近くにある国登録有形文
化財の「高麗郷古民家」では、４月上旬から鯉
のぼりがお目見えし、五月人形が飾られます。
　自然豊かな高麗の郷を、ぜひお楽しみくださ
い。
